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視 覚 教 材 を 用 い た 音 声 聞 き 取 り 学 習 が

　　　　　　　記 憶 保 持 に 与 え る 影 響

The　Effects 　Df 　Visual　C  ntextual 　Cues　and 　Listening 　Conprehension

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 on 　He■ ory 　Retention

梅花女 子大学 木地 　泰 治

1 ． 目的

　 Mueller　 1980は、 視覚教材の 補助 的使用 は必 ず しも聴 覚技能 そ の もの を助長 するわ け で

は な い に し て も、聞 く能力をあ る程度 高め る と い うこ と を実証 した。 以 来、 視覚 教材 （特

に ビ デオ ・フ ィ ル ム 等 ）と リ ス ニ ン グ 能 力 との 研究が数 多 くなされ て き た （Lonergan　 l98

4，Allan　 1985，　 HacWillian　 1986，
　 Takeuchi 巳t　 al ．1990） 。 しか しな が ら、 こ れ ら の 研

究 は い ずれ も 視覚教材 と リ ス ニ ン グ 能 力と の 関係を考察 し たに す ぎず、 そ の 後の 記 憶保持

に ど の 様 な 影響 を 及ぼ すか と い う 心 理 学的酬究 に まで は 至 らなか っ た 。 本研 究は、 その 間

題、 っ ま り視覚刺 激が 聞 き取 りテ ス ト後、記憶 保持 に どの ような影響 を及 ぼ す か と い う こ

と を明 らか に しよ う とする もの で ある。

2 ，仮説

　 Lafon　 1968は 幼 児の 言語 音声聞 き取 り学習に 於て 、 単 な る調覚 刺激 だ け で な く視覚刺激

が 記憶 力 を促進 させ る
一要因で あ る こ とを強調 して い る。 こ の 彼の 理 論 か ら視覚 教材を用

い た 音声 聞 き取 り学 習が 英語 学 習者の 記 憶 保持に 役 立 っ と い う仮説を た て 次の 事 柄を考察

す る 。

1 ）　 無意味 な 視覚教材 の 場合 は 記憶 保持に と の 様に影 響 す る の か 。

21 　 視覚教 材 の 代わ りに 日本 語訳 を与 え た場 含 は ど うで あ るの か 。

3 冫　 英 語能 力に 差が あ る 場台、 記憶保持 に 関 して 上級 者及び初級 者

　 　　の うち ど の 学 習者 に視覚教材 は効 果的 に 働 くの か 、或 は 妨 げに

　 　 　 な る の か 。

3 ，方法

　大学 1 ， 2 年 の 学生約 100 名 を被験者 と して、 PROFICIENCY 　 TEST に よ りUPPER　 GROUP

と LGtlER　 GRUUP に 分割 した後、 そ れ ぞ れ の GROUP に 対し て 次の 実験 条件で PRE　 TEST を行 う も

の とす る D
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1 ．　 音声 の み

画
2 ，　 音声 　＋　視覚教材

3 ．　 音声　 ＋　無意味な 視覚教 材

4 ．　 音声 　十　 日本語 訳

　 PRE　TESTは ソ ニ
ー

教育シ ス テム 研究室 出版 　
” TttE　AnERICAN　VAY （BASICS＞の 中か らそ

れ ぞ れの 実験条 件 （1 か ら 4 ま で の ） に っ き 5 文ず つ 適 当に 遇び出 され、 各 々 の 文に 対 し

て 5 回 ず っ リピ ートされ る 。 全 5 文が リ ビ
ー

トし終 わ る と同時 に用意 され たFiLL　IN　 THE

BLANKテ ス ト用 紙 が 被験 者 に配 られ 、 不完全 な 5 文．の 中の 空 白を 埋め る作業が 要求され る e

視覚 教材 は THE　 AMERICAN　 WAY で 用い られ て い る絵を 1 文 ご との リピ ー トの 阪 被験者 に 提

示 す る 。 無 意味 な 視 覚教 材に関 し て は 、 各 々 の 文 とは全 く関係の ない 絵を提示 す るも の で

あ る。 ま た 日本 請訳は 口 頭 て
’
被験者 に与 える こ と に する 。

　 POST　 TEST　 t と POST　 TEST　 2 は 各 々 1 週間 後、 4 週 間後 に 行 う 。 こ れ らの テ ス トは PRE

TEST で 屠 い た FILL　 IN　 THE　 BLANK テ ス ト問題と同 じもの を使 用す る。 但 こ の 場合 音声、視

覚教材、 日本 語訳等は い っ さ い 与 え な い もの と する 。

そ の 他の 条件 と して 何れ の テ ス トを行う前に於 い て も、バ ロ ッ ク音楽 も しくは α HUSICを

バ ッ ク に流 し被験者の 精神 を 集中させ る よ うに 努め る。

3 ，結 果

　実験結 果 は 分散分析 を行 っ た後、LSD （多重比 較 ） で 2 群 ず っ の 比較を行 い、そ の 統 計処

理 に 基 づ い て 考察 す る 。 詳 し くは 当日ハ ン ドア ウ ツ に て説 明 をす る っ も りで あ る 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 衷 1 ，下矼群 と上位訂の 甲均囲及び t 一検定結県

n Ms SD

下位 群 47 且9 ，851 4 ．047

上位群 53 32 ，679 5．50 ？

’
ド1立昌下　　vs 　　上f直霹7　　　　　　t ：＝1　2 ，　988 　【P く ．　01 　」

表 2 ．　 下 焼群の平 均憤と標準 働差及び分融分忻

5

実験条 件

実験 1 実験 2 実駄 3

nMs SD nMs SD nM5 SD

音声のみ 476 ．5322 ，766474 。8942 。452473 ．7871 ．570

琶声＋槻覚教桝 4710 ．3402 ．467479 ．5533 ．20 且 479 ．0853 ．488

音声 ＋無関係視覚教材 475 ．1282 ，455474 ，8721 ．770474 ．4892 ．L52

音声 ＋日本謡訳 4714 ．3622 ，67L4711 ．5533 ．859478 ．5112 ．665

分散分析 F（3．IB4）＝II6．【73〔Pく．ロユ） F（3．1肘 ）謁 1．1亘2（Pく，0且） F（3」84）喝 L471（P（．01》

表3 ．上位郡の 甲均値と讎 B偏差及び分敝分1励吉果

実織 1 実験 2 実験 3
期 …併

nMs SD nMs SD nMs SD

音声の み 5311 ．1133 ，3735310 ，1703 ．コ 58538 ．0932 ．421

音声＋挽覚教材 5313 ，6232 ，6155313 ，2452 ，68453 且3 ．1322 ．6 ユ4

音声 ＋無関繖 教材 539 ．9243 ．358538 ，6792 ．834538 ．0942 ．928

音声＋ 日本譜訳 5316 ．3771 ．7185314 ．9242 ．6846311 ，7362 ．147

分融分折 F（ユ，208）＝52．5L9（Pく．01） F（3，2aB）49 ．a59（Pく．D匡） F（3，208）言53．O？2（Pく．0且）

表 4 ．下位群の実駄条 件の遵い による LSD 有意差検定

実駄 1 （Mse ＝6 ，958 ） 実轟義2　くMse 謁8 ，755 ） 実嘔黄3　〔Mse 冨6 ，7｛34 ）

音 ・視 音 ・無 音 ・
日 音 ・撹 音 ・無 音 ・日 音 ・視 音 ・無 音 ・日

音 ＊ ネ ＊ ＊ ホ ＊ ホ ＊ 旧 率 ＊ ＊ ＊ 略 剛【＊

音 ・視 ＊ ＊ 剛【＊ ＊ ヰ ホ 宰 率 ＊ 旧

音 ・無 ＊ ＊ ホ ＊ ＊ 事

平均値の大小 音・無く 音く音 ・観く脅・日 音 ・無く音く 盲 ・複く き・日 音く音 ・無く 盲 ・日く 音・視

ホ ＊ 　p く ．01 ，　 路 ：有意差なし

丶
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 5．上位群の実験条 忤の違い によるLSD 有 意董検定

1男 験1　（Mse ＝ 8 ，　269 ｝
」
1

実験 2　（Mse ＝8 ，589 ） 実験3　（Mse 富 6 ，　593 ）

F　

ー 瞭 覗 1 音 庶 音・日 音 ・視 音 ・無 音
・
日 音 ・視 音 ・無 音・日

［ 音 ＊ ＊ ＊ 率 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 雌 ＊ ＊

［　 音 ・視 ． ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

音．無 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

i音 ・無 く 音く 音 ・
視く 音 ’日 音 ・無 く 音 く音 ・視く 音 ・日 音く音 ・無く 音・曰く音 ・視

＊　　p 〈 ．05 ，＊ ＊　 p 〈 ．01 　 略 ；有建差 な し

図 1．下位群の 平均値の 記樋保持率

15

．
6．532

…
5・：28

　 0
　 　 実験 1 （当H ）

図 2 、上位群の 平均値の記憶保持 率

4．4S9（IZ．46：less）
3．787（42皀oaXless）

　 　

15

　　
　 　

　 　

0

実験2 （1週間後 ） 実駄 3 （1 ヶ 月後 ）

実験 1 （当日 ） 冥験 2 （一つ歴閲後） 実験3 （1 ヶ 月後）

一 29
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


